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(百万円未満切捨て)

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 18,628 7.5 2,369 △24.4 2,744 △19.1 1,850 △24.9

2022年３月期第３四半期 17,336 23.5 3,133 100.1 3,392 92.7 2,464 101.5
(注) 包括利益 2023年３月期第３四半期 1,294百万円(△58.8％) 2022年３月期第３四半期 3,140百万円( 27.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 93.78 －

2022年３月期第３四半期 124.02 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 49,555 42,633 86.0

2022年３月期 49,487 41,973 84.8
(参考) 自己資本 2023年３月期第３四半期 42,633百万円 2022年３月期 41,973百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 15.00 － 16.00 31.00

2023年３月期 － 16.00 －

2023年３月期(予想) 16.00 32.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

投資者が通期業績を見通す際に有用と思われる情報
2022年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 26,670 12.5 3,300 △21.9 3,540 △21.5 2,440 △24.6 122.90
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

会計方針の変更に関する注記
　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年３月期３Ｑ 20,680,000株 2022年３月期 20,680,000株

② 期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 949,396株 2022年３月期 949,396株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 19,730,604株 2022年３月期３Ｑ 19,872,827株

　
注）期末自己株式数には、「株式会社日本カストディ銀行（役員向け株式交付信託）」が保有する当社株式（2023年
３月期第３四半期82,345株、2022年３月期82,345株）が含まれております。また、「株式会社日本カストディ銀行
（役員向け株式交付信託）」が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めており
ます。

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】2ペー
ジ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2022年４月１日～2022年12月31日）のわが国経済は、行動制限が緩和されたもの

の、新型コロナウイルス感染症の影響が残り、ウクライナ情勢の長期化に起因する資源・エネルギー価格の上昇や

急激な円安による物価高騰等、景気の先行きは依然として不透明な状況のまま、推移しました。

このような状況のもと、当社グループは生産活動等に影響を及ぼさないよう引き続きコロナ対策を徹底するとと

もに、事業環境の激変の中でも需要を的確に捉え、更に新しい需要の掘り起こしにも取り組み、既存製品等の販

売・生産数量の確保・拡大に努めてまいりました。また、新製品・新規用途開発品の早期の実績化及び新規ユーザ

ーの開拓も引き続き推進し、薬品部門でのリサイクル原料の活用・拡大や会社全体での更なるＩＴを活用した業務

の効率化にも取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は前年同四半期比1,292百万円 7.5％増の

18,628百万円となったものの、コスト増等から営業利益は前年同四半期比763百万円 24.4％減の2,369百万円、経

常利益は前年同四半期比648百万円 19.1％減の2,744百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同四半期

比614百万円 24.9％減の1,850百万円となりました。

セグメント別の業績は、次のとおりとなります。

① 薬品事業

主力の薬品事業は、電子部品、触媒関連向けを中心に需要が伸びず、既存製商品の販売数量が伸び悩んだも

のの、全般的には非鉄金属相場が高止まり、それに連動する販売単価が前年同四半期に比べて上昇したことに

加え、新たに埼玉工場での二次電池用正極材受託加工が開始されたこと等により、売上高は前年同四半期比

1,284百万円 8.9％増の15,663百万円となりました。

利益面では、販売数量の伸び悩みに加え、原材料や部材価格、電力費の高騰を売価に全面的に転嫁できず営

業利益は前年同四半期比521百万円 18.7％減の2,263百万円となりました。

② 建材事業

建材事業は、主力の住宅建材製品の需要が伸び悩み、売上高は前年同四半期比8百万円 0.3％増の2,965百万

円に留まり、鋼材価格高騰の売価への反映は一部転嫁できたものの全面的には反映しえず、営業利益は前年同

四半期比135百万円 15.5％減の743百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結累計期間における流動資産は、売上債権は減少したものの、現金及び預金、棚卸資産が増加し

たことにより、前連結会計年度末比1,390百万円増の31,292百万円となりました。一方、固定資産は、有形固定資

産が機械及び装置等の減価償却が進み前連結会計年度末比31百万円減の7,319百万円となり、投資その他の資産が

保有株式の株価の下落等で前連結会計年度末比1,260百万円減の10,813百万円となったことにより、前連結会計年

度末比1,322百万円減の18,262百万円となりました。この結果、総資産は前連結会計年度末比67百万円増の49,555

百万円となりました。一方、流動負債は、短期借入金が増加したものの、未払法人税等が減少したことにより、前

連結会計年度末比329百万円減の5,380百万円となり、固定負債がその他有価証券評価差額金減少に伴う繰延税金負

債の減少により前連結会計年度末比263百万円減の1,541百万円となったことから、負債合計は前連結会計年度末比

592百万円減の6,922百万円となりました。また、純資産は前連結会計年度末比660百万円増の42,633百万円となり、

その結果、自己資本比率は前連結会計年度末の84.8％から86.0％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の連結業績予想につきましては、前述の通り、総じて需要が回復せず厳しい状況が続いております

が、通期の連結業績に対して、現在までのところ概ね想定の範囲内で推移しており、配当についても、当社の配当

方針に従って2022年11月8日公表の予想から変更しておりません。

　尚、今後、業績予想の修正が生じる場合は速やかにお知らせいたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,986,949 18,254,442

受取手形及び売掛金 7,663,838 7,133,487

電子記録債権 621,145 571,131

商品及び製品 1,677,886 2,095,019

仕掛品 1,214,952 1,287,105

原材料及び貯蔵品 1,675,852 1,837,047

その他 63,488 116,083

貸倒引当金 △1,620 △1,400

流動資産合計 29,902,493 31,292,918

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 2,181,628 2,080,543

その他（純額） 5,169,760 5,238,940

有形固定資産合計 7,351,388 7,319,483

無形固定資産 160,119 129,320

投資その他の資産

投資有価証券 8,839,132 7,655,445

繰延税金資産 1,263 11,911

その他 3,235,096 3,148,050

貸倒引当金 △1,570 △1,570

投資その他の資産合計 12,073,922 10,813,837

固定資産合計 19,585,430 18,262,641

資産合計 49,487,923 49,555,559

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,702,064 2,863,413

電子記録債務 424,706 456,746

短期借入金 373,800 655,200

未払法人税等 920,305 91,594

賞与引当金 495,000 200,000

役員賞与引当金 40,000 30,000

資産撤去引当金 - 55,500

その他 753,710 1,027,910

流動負債合計 5,709,586 5,380,365

固定負債

繰延税金負債 1,352,550 1,026,608

退職給付に係る負債 319,672 331,115

役員株式給付引当金 83,933 100,944

資産除去債務 600 35,463

その他 48,391 47,760

固定負債合計 1,805,149 1,541,891

負債合計 7,514,735 6,922,256
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,034,000 1,034,000

資本剰余金 1,059,147 1,059,147

利益剰余金 37,009,623 38,225,986

自己株式 △790,463 △790,463

株主資本合計 38,312,308 39,528,671

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,308,713 2,487,819

為替換算調整勘定 278,415 555,271

退職給付に係る調整累計額 73,750 61,540

その他の包括利益累計額合計 3,660,879 3,104,630

純資産合計 41,973,187 42,633,302

負債純資産合計 49,487,923 49,555,559
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 17,336,568 18,628,953

売上原価 11,976,585 14,020,128

売上総利益 5,359,982 4,608,825

販売費及び一般管理費 2,226,938 2,239,489

営業利益 3,133,044 2,369,336

営業外収益

受取利息 9,086 9,886

受取配当金 164,555 221,780

不動産賃貸料 54,514 53,141

受取保険金 - 5,816

為替差益 42,720 73,008

その他 27,383 48,877

営業外収益合計 298,260 412,510

営業外費用

支払利息 5,808 5,855

賃貸収入原価 25,841 25,121

その他 6,886 6,483

営業外費用合計 38,536 37,460

経常利益 3,392,768 2,744,386

特別利益

固定資産売却益 601 1,499

特別利益合計 601 1,499

特別損失

固定資産除却損 17,650 55,070

資産撤去引当金繰入額 - 55,500

特別損失合計 17,650 110,570

税金等調整前四半期純利益 3,375,719 2,635,316

法人税等 911,181 784,938

四半期純利益 2,464,537 1,850,377

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,464,537 1,850,377
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 2,464,537 1,850,377

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 778,432 △820,894

為替換算調整勘定 △90,784 276,855

退職給付に係る調整額 △11,398 △12,210

その他の包括利益合計 676,249 △556,249

四半期包括利益 3,140,786 1,294,128

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,140,786 1,294,128

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27

－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって

適用することとしております。これにより、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用し

ております。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結損益
計算書計上額

(注)2薬品事業 建材事業 計

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 14,378,934 2,957,633 17,336,568 － 17,336,568

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 14,378,934 2,957,633 17,336,568 － 17,336,568

セグメント利益 2,785,396 879,514 3,664,911 △531,866 3,133,044

（注）1.セグメント利益の調整額△531,866千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門

に係る費用であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結損益
計算書計上額

(注)2薬品事業 建材事業 計

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 15,663,163 2,965,790 18,628,953 － 18,628,953

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 15,663,163 2,965,790 18,628,953 － 18,628,953

セグメント利益 2,263,821 743,590 3,007,411 △638,075 2,369,336

（注）1.セグメント利益の調整額△638,075千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社管理本部等に係る費用であ

ります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

（単位：千円)

報告セグメント

薬品事業 建材事業 計

主たる地域市場

国内 11,994,775 2,957,633 14,952,408

海外 2,384,159 ― 2,384,159

計 14,378,934 2,957,633 17,336,568

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

（単位：千円)

報告セグメント

薬品事業 建材事業 計

主たる地域市場

国内 12,554,197 2,965,790 15,519,987

海外 3,108,965 ― 3,108,965

計 15,663,163 2,965,790 18,628,953

　


